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月 四 年 四 和 昭

春
季
特

嬲
倉
講
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煉
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分
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法
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方
九

洲
男

煉

炭

中

の

硫

黄

分

固

定

法

四
一

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
（

本
稿…
は

燃
料
研

究
所
長

の覗
按
表

許

可
な

得
歌

る

も
の

な
り

）

ー
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緒

　
方

　
九

　
洲

　
男

　

【

翼
冒
】

現
在
家

庭
用
と

し

て

の

煉

炭
の

使

用

は

含

有
硫

黄
に

ょ

る

臭

氣
の

發
散
に

ょ

り

著
し

く

阻
害
ぜ

ら
れ
居
る

を

以

て

之
が

除
去
に

就
き
蘇

究

ぜ

る

紬
果
工

業

的
に

實
施

　
　
　
　
　
容

易
な

ろ

方

法
に

よ

り

殆
ん

ど

硫
黄

分
の

全

最
な

灰
中

に

固
定
ぜ

し

め

全

く

無
臭
の

煉
炭
な

製
造
す
る

な

得
れ

り
、

本

硫
黄
固

定

法
の

理

論
と

實
際
と

に

就
馬・
覬
明

　
　
　
　
　
し
本
邦

煉
炭
工

業
の

發
逹
に

資
ぜ

ん

と

す

　
本
研

究
の

詳
細
に

就
て

は
他
日

發
表

の

機
會
あ

る

可
き
を
以
て

茲
に

は
成
る

可
く
理

論
を
省
き

て

平
易
に

實
驗
の

概
要
を
記
述
し
本
硫
黄
固
定
法
の

應
用

に

資
せ

ん

と

せ

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

、

緒
　
　
　

言

　
家
庭
燃
料
と

し
て

の

煉
炭
の

需
要

は
最
近
著
し

く
増
加
し
一

ケ

年

製
造
數
量
二

〇
萬
噸
を
越
え

之
を
本

邦
淌
費
木
炭
量
に

比

す
れ
ば

共
の

一

割
以
上

に

當

れ
り

．

數
年
前
に

於
て

は
家
庭
用
煉
炭
類
は

劣
質
燃
料
と

し

て

特
殊
の

場
所
に

の

み

使
用

せ

ら
れ

品
質
に

於
て

到
底
良
質
家
庭
燃
料
た

る

可

き
可

能
性
な
き

が

如
く
考
へ

ら
れ

た

る

も
其
後
次
第
に

品
質
の

改

良
行
は

れ
其
の

特
性
を
認
め

ら
る

」

と

共
に

經
濟
的
家
庭
燃
料
と

し

て

知
ら
る

」

に

至

れ

り
．

然
れ
共

獪

現
在
に

於
け

る

家
庭
用
煉
炭
の

品
質
は

種
た

の

點
に

於
て

木

炭
類
に

劣
れ
る

事
爭
ふ

可

か
ら
す

、

今
其
の

重

な
る

相
遠
を
示
せ

ば

次
の

如
し

　
一
、

次
分
多
量
に

し

て

發
熱
量
の

劣
れ

る

事

　
二

、

着
火

困
難
な
る

事

　
三
、

燃
燒
中
硫
黄

分
に

ょ

る

惡
臭
を
放
つ

事

　
各

種
の

市

販
家
庭
用

煉
炭
中

の

茨

分
量
は
普
通
一

五
−

二

〇
％

内

外
な
る

馬

次
分
多
き
無
煙
炭
を
原
料
と

せ

る

か
叉

は

多

量
の

粘
土

を

用
ひ

た
る

孔
明

煉

炭
等
に

於
て

は

三

〇
％
内
外
を
有
す
る

も

の

少
な
か

ら

す
，

從
つ

て

其
の

發
熱
量
も

木
炭
類
に

比
し
劣
れ

る

も
の

多
し

、

故
に

煉
炭
製
造
者
の

立

場
よ

り

云

へ

ば
次

分
少
く
熱
量
に

富
め

る

製
品
を
産
出
す
る

様
努
む

可

き
も
の

な
る

も

之
を
漕…
費
者
の

立

場
よ
り
す

れ
ば

熱
量
に

相

當
す
る
丈
け
廉
價
に

購
入
し

得
る
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七九號

に

於
で

は

友

分
の

多
量
は

煉
炭
又

は

次
分
の

取
扱
上

稍
丸

不

便
な
る

の

み

に

し

て

使
用
上

に

於
て

は

大
な
る

缺
點
に

非
ナ

　
叉

現
今
製
品
の

八
割
餘
を
占

む
る

孔
明
煉

炭
、

豆
煉
炭
の

主
原

料
た

る

各
種
無
煙
炭
類
の

着
火

温
度
は
攝
氏
四

〇
〇

1
五

〇
〇
度
に

し
て
一

般
木

炭
類
の

着
火
温
度
二

六

〇
ー

三

〇
〇
度
に

比

す
れ

ば
著
し

く
高
し

，

叉

石
炭
の

低
温

乾
餾
製
品
た
る

牛
成
骸
炭
類
の

着
火
温
度
も
三

三

〇
ー
四

〇
〇
度
に

し

て
木
炭

類
に

比

す
れ
ば

稍
々

高
し

．

故
に

無
煙
炭
を

原
料
と
せ

る

煉

炭
中
に

は

木
炭
粉

，

天
然
木

炭
、

亞
炭
乾
餾
粉．

硝
石

等
を
配
合
し

着
火
温
度
の

低
下
に

努
め

居
れ

る

も
煉
炭
類
の

着
火
困
難
な
る

事
は

燃
燒
裝
置
の

改
善
に

よ

り

防
ぎ
得
可

き
を
以
て

家
庭
燃
料
と

し

て

は

必

す

し

も
大
な

る

缺
點
に

在
ら

す
、

現
に

豆

炭
類
の

燃
燒
に

當
り
丈
高
き

焜
爐
を
用

ひ
て

通
風
を
良
好
な
ら
し
め

或
は
普
通
の

火

鉢
の

底
面
叉
は

側
面
よ

り
通
氣
を
行
ひ

燃
燒
を
容
易
な
ら
し

む
る
が

如

き
又

孔

明
煉
炭
に

於
て

も
夫
々

適

當
な
る

燃
燒
裝

置
考

案
せ

ら
れ
容
易
に

燃
燒
せ

ら
れ

居
れ

り
、

殊
に

孔
明
煉
炭
の

如
き
は

燃
燒
の

始
め
に

當
り

着
火
稍
々

困
難
な
り
と

す
る

も
一

旦

着
火
す
る

に

於
て

は

數
時
間
に

亘

り
其
の

ま
L

連
績
燃
燒
す

る

が

故
に

假
令
着
火
の

始
め

に

於
て

木

炭
類
に

比

し
不

便
な
り
と

す

る

も

之

が
使
用

上
殆
ん

ど

手
數
を
要
す

る

事
な
し

　

煉
炭
燃
燒
中
生
す
る

亞
硫
酸
瓦

斯
に

ょ

る

惡
臭
は

多
年

全
く
無
臭
の

木
炭
を

慣
用
せ

る

本
邦
家
庭
に

於
て

は

其
の

少

量
に

就
て

も
敏
感
に

し
て

此
等
忙

對

し

著
し

く
嫌
悪
せ

ら
る

』

傾
向
あ
ρ

，

叉

亜

硫
酸
瓦

斯
の

發
生
は
室
内
に

於
け

る

金
屬
を

臆
蝕
す
る

の

み

な
ら

す
人
體
に

も
有
害
な
る

を
以

て

保
健
上
の

見

地

よ

り

す
る

も

努
め
て

除
去
す
る

を
要
す

　

斯
か

る

理

由
に

よ

り
現
在
の

家
庭
用

煉

炭
類
が

木
炭
類
に

比
し
品
質
劣
り
改
良
を
要

す
る

主

な
る
黠
は
含
有
硫
黄
に

ょ
る

輿
氣
の

發
散
を

防
止

す
る

事
に

あ

る

可

く

之

に

よ

り
煉
炭
の

家
庭
用
方
面
に

於
け
る

需
要
は

著
し

く
増
進
せ

ら
る

可
し

，

本
研

究
は

斯
か

る

目
的
に

ょ

り

之
が

除
去
に

就．
て

行
へ

る

も
の

に

し

て

現
在

製
品
の

品

質
を
高
め
眞
に

家
庭
用
燃
料
た
る

の

名
に

背
か

ざ

ら
し
め

ん

志
欲
す

る

も
の

な

り

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

二
、

煉
炭
の

燃
燵
温
度
並
に

燃

燵
欣
態

　

煉

炭
中
の

硫
黄
分
は

燃
燒
に

よ

り

亜

硫

酸
瓦

斯
と

し
て

發
散
し

惡

臭
を
放
ち

且

有
害
な
る

が

之

を
防
ぐ
に

は

硫
黄
分
を
次
中

に

固
定
し

不

揮
發
性
物
質
に

變
す
る

に

あ

り
，

煉
炭
中
の

硫
黄
分
の

輝

發
度
は
燃
燒
牀
態
の

差
に

よ

り
影
響
せ

ら
る

玉

を
以

て

硫
黄
隔
定
試
驗
を
行
ふ

に

際
し
先

づ

煉
炭
の

燃
燒
温
度
並

に

燃
燒
牀
態
を
明
に

す
る

を
要
す、

普
通
孔
明
煉
炭
が

燃
燒
の

始
め

に

悪
臭
強
き

を
以
て

之
を

暫
く
屋
外
に

放
置
せ

る

後
室
内
に

取
入

る

玉

が

如
き
も

孔

明

煉

炭
が

低

温
度
に

於
て

多
量
の

亜

硫
酸
瓦

斯
を

發
散
す

る

も
の

に

し

て

温
度
と

密
接
の

關

係
あ
る

を
例
示

せ

る

も
の

な
少

　

温
度
測
定
に

は
孔

明
煉
炭
及
千
歳
煉

炭
を
用
ひ

た
る

が

此
等
の

工

業
分
析
並
に

發
熱

量
次
の

如
し

　

　
　
　
譽
季
蜂

剴
倉
扁

講
償脚
記
事

　

　

煉
攤…
中
の輔
繍

黄
分

囲

定

法

　

　
禦
田
立
二

　

　

緒
方
丸
洲
現叩
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

掴
】
五
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春
季
特

別

會

講
演
記
事
　

　
煉
炭
中
の

硫
黄
分

固
定
法

四 ＿ 水
丶

論 。 1

賀
田

立
二

　
　
緒
方
九

洲
男

工

　
　
　

業

　
　
　

分

析

四
一
六

月 四 年 四 和 昭

千 孔

歳 明

煉 煉

炭 炭

三 六
揮

西 西 發

二 六 ％ 分

灰

　
　
分

　
　
　
％

二

〇・
七

〇

一

九・
九
［

固．
定

炭
素

　
　
　
κ

七
一
・
OO

六

二
・

二

九

總

熱

量

　
　
カ
ロ

リ
ロ

六
、

二

五

〇

五
、

九
一
五

　
A

、

孔
明

煉
炭
燃
燒
試
驗

　
供
試
孔
明
煉
炭
は

研

究
所
附
近
の

商
店

よ
り

購
入
せ

る

も

の

に

し

て

直

徑
四
寸

，

軍
量
九

五

五

瓦

を

有
せ

り
、

之

を
第
→

圖
に

示
せ

る

が

如
き

鐵
製
焜
爐

内
に

装
置
し

少
量
の

木

炭
を
着
火

劑
と

し

て

燃
焼
せ

し
め

た
り．

燃
燒
に

際
し

温
度
測
定
の

爲
め

サ

ー

モ

カ
…、

プ

ル

を
挿
入

し
其
の

尖

端
を

煉
炭
の

上

面

よ

り
約
一

寸
三

分
の

位
置
に

保
ち

着
火
後
一

五
分
後
に

温
度
の

測
定
を
開
始
し
以

後
各
一

五

分
毎
に

指
示

温
度
を
測
定
せ

る

が

該
温
度
の

變
化
は

第
二

圖
の

曲

線
に

示

す
が
如
し

．

但
し

本
試
驗
並
に

次
に

行
へ

る

千

歳
煉
炭
の

燃
磽
試
驗
に

於
て

も
燃

燒
中

焜
爐
の

下

方
通
風
ロ

は

全
開
せ

り

　
B

、

千
歳
煉

炭
燃
燒
試
驗

　
孔

明
煉

炭
の

場
合
と

比

較
せ

ん

が

爲
め

同
一

焜
爐
を

用
ひ

千

歳
煉
炭
の

燃
燒
試
驗
を

行
へ

り
．

本
煉
炭
は

大
阪
製
炭
合
資
會
瓧
の

製
品
に

し

て

斷
面
千

鳥

形
を

な
し
品
質
優
秀
な
る

を
以
て

名
あ

り
、

燃
燒
せ

る

燻
炭
量
は

八

〇

八

瓦
に

し

て

前
記

孔
明
煉
炭
に

比
し
｝

五

％
餘
の

重
量
を

減
ぜ

る

も

煉
炭
闇
の

零

隙

多
き

爲
め

孔
明

煉

炭
の

場
合
に

比
す

れ
ば
著
し

く
嵩
張
り

焜
爐
内
に

山
形

を
な
せ

り
、

燃
燒
の

始
め

に

は
孔
明
煉
炭
の

際
と

等
し
く
少
量
の

木
炭
を

使
用
し

サ

ー

モ

カ
．、

プ

ル

の

尖
端
を
炭
の

上

面

よ
り

約
「

寸
七

分
の

位
置
に

保
ち
全
く

孔
明
煉
炭
の

場
合
と

同
様
に

温
度
の

測
定
を

行
ひ

此
等
を
比

較
せ

り

　
此

等
兩
種
試
料
炭
の

燃
燒
に

際
し
て

は

少
し
も
筌
氣
の

調
節
を
行
は

ざ

り
し
を

以
て

得
た
る

曲
線
は

大
體
煉
炭
自
身
の

燃
燒
欺
態
を
示

す
も
の

な
る
が
曲

線
に

示

す
が

如
く

孔
明

煉
炭
の

燃
燒
は

極

め

て

徐
々

に

行
は

る
Σ

に

反
し

千

歳
煉
炭
は

着
火

後
急
激
に

燃
燒
行
は
れ
一

時
火
力
旺

盛
政

る

も
永

績
せ

す
し
て

短

時
間
の

後
著
し

く
温

度
の

下

降
を
示

す

　

即
ち
孔
明

煉
炭
は

着
火

後
約
二

時
闇
に

し
て

九

二

〇
度
の

最
高
温

度
を
示

し
其
後
更
に

三

時

間
を

經
過
す

る

も
獪
八

五

〇
度
内
外
の

高
温
を
保
て

る

に

反

し
千
歳
煉
炭
の

場
合
に

は

着
火

後
約
四

五

分
に

し

て

八
七

〇
度
の

最
高
温
度
を
示
し
共
後
三

時
間

に

し
て

三

〇
〇
度
内
外
に

降
れ

り
，

孔
明
煉
炭
及
千
歳
煉

炭
の

採
取

試
料
の

總
熱
量
を
比

較
す

る

に

孔
明
煉

炭
に

比

し

千
議
煉
炭
の

發
熱
暈
稍
々

低
く
且
っ

試
料
探
取
量
も

稍
々

少
量
な
る

も
其
の

差
は

僅
少
に

し
て

本
曲
線
の

差
は

此
等
隷
熱
量
に

ょ

る

に

非
す
し
て

全

く
煉
炭
の

性
質
の

差
に

原
因
せ

る

を
示

す
、

現
今
相
當
消
費
せ

ら
る

」

文
化

炭、

皇
國
炭

、

豆

炭
の

如
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燃 燒 装 置第
一

圜

燃燒温 度曲線

5ξ3
悶

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

・

　

 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

二

き

は
千
歳
煉
炭
に

比

す

れ
ば

夫
々

炭
質
を
異
に

ぜ

る

を
以
て

燃
燒
速
度
も
之
と

合
　
　
第

致
せ

ざ

る

可

き

も

普
通
の

燃
燒
方
法
に

在
り
て

ば

孔

明
煉
炭
に

比
し

急

激
に

燃
焼

　

　

　

　

　
−

す

可

き

事
明
か
な
る

を

以
て

加
熱
の

目

的
に

應
じ
適
宜
燃
燒
筌
氣
景
調
節
の

必
要

な
る

事
を
知
り
得
可
し
，

孔
明
煉
炭
が

燃
燒
室
氣
量
の

調
節
を

行
は

す
し
て

永
く

均
一

・

・

温
度

を
保
持
し
得
・

は

麓
中

常
に

璽
形

梦
保
ち
加

羹
籍
の

　
脚

働

砌

切

伽

。

變
化
少

き
に

よ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

　
　

度

　
斯
く
の

如
く
孔
明
煉
炭
が
長
時
間
に

亘

り
均
一

な

る

温
度
を
出
す

は

之
が

使
用
上

最
も
有
利
な
る

特
質
に

し

て

現
在
孔
明
煉
炭
が

他
種
煉

炭
に

比

し
多

量

に

製
造
せ

ら
る

」

重
な
る

原
因
の

一

な
り

　
本
燃
燒
試
瞼
成
績
に

よ

り
普
通
煉

炭
類
の

燃
燒
温
度
は

大
約
七

〇
〇

1
儿

○
○
度
の

間

に

在
る

を

知
る

を
得
可
し

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
三

、

燃
燒
温

度
差
に

ょ

る

無
煙
炭
類
並
に

市
販

煉
炭
類
の

硫
黄

固
定
量
の

檜

減

　
各
種
燃
料
の

燃
燒
に

際
し
次

分
中
に

固
定
せ

ら
る

丶

硫
黄
量
は

燃
燒
温
度
の

高

低
並
に

燃
燒
時
閻
の

長
短

に

影
響
せ

ら
る

丶

を
以
て

固
定
硫
黄

量
の

測

定

　
　
　
　
春

季
特
鋼
會

講
演
記

事
　

　

煉
炭
中

の

硫
黄
分

固

定

法
　

　
賀
田

立

二

　

　
緒

方
九
洲

男
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

四
一
七
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四 年 四 和 昭

　
　
　
　

春

纛
響
靉
聾

霞
中
の

硫

募
蹙
法

畜
立

二

緒
方
九

洲
男

　

　

　

　

　

　

盈
八

に

於

て

は

此
等
の

舞
を
明

に

す
る

藁
す

、

本
研
究
に

當
り
て

は

先
づ

現

衾
炭
原
料
と

し
て

使

堪
ら

る

、

無

笶
類
並
に

市

販
煉

鑑
の

固
定

饕

量
を

明

に

す

る

必

要
あ

る

を
以

て

前
試
驗
結

罨
基
き
七

〇
〇
度、

八

〇
〇
度
及
九
〇
〇
度
の

燃
燒

幾
に

於
て

此

等
固
定
硫
黄
量
の

壇
減
を
見
た
り

　
試
料
の

燃
燒
法
は

六
〇
目

篩
を
通
過
せ

る

試
料
炭
二

瓦

を
磁
製
皿

に

入
れ
電
氣
マ

ッ

フ

ル

爐
内
に

て

燃
燒
せ

し

め

た
り
，

此
の

際
試
料
炭
は
塞
氣
と

の

接

觸
を
一

樣
な
ら

し
む

る
爲
め

成
る

可
く

薄
暦
と

し
て

燃
燒
せ

し
む
，

燃
燒
温
度
は
爐
の

上

部
よ

り’
サ

ー

モ

カ
ッ

プ

ル

を
挿
入

し

共
の

尖
端
を

燃
燒
試
料
の

上

部
五
・
○
糎
の

位
置
に

保
ち

て

測

定
せ

り

　
次

の

各

試
料
の

友

分
は

同
「

試
料
に

就
き
連
績
し
て

夫
々

七

〇
〇

度
，

八

〇
〇
度
及

九
〇
〇
度
に

燃
燒
し

作
り
た
る

が

共
の

加
熱
駄
態
次
の

如
し

　
七

〇
〇
度
燃
燒
の

も
の

ば
試
料
を
常
温
よ

り

マ
…、
フ

ル

爐
内
に

て

加
熱
も

五

三

分
に

て

七

〇
〇
度
に

逹
し

以
後
同
一

温
度
に

調
節
し
加

熱
開
始
後
二
．

五

時

…
間

に

て

生
成
友

分
を
取

出
ぜ

り

　
八

〇
〇
度
燃
燒
の

も
の

は
七

〇
〇
度
に

て

新
試
料

を
装
入

し
其
後
二

二

分
に

て

八

〇
〇
度
に

邃
せ

し
め

以

後
同
「

温
度
に

調
節
し

試
料
裝
入
後
二

時
間

に

て

生

成
次

分
を
取

掛
せ

り

　

九
〇

〇
度
燃
燒
の

も
の

は

八

〇
〇
度
に

て

新
試
料
を
装
入
し
其
後
二

四

分
に
て

九
〇
〇
度
に

邃
せ

し
め

以

後
同
一

温
度
に

調
節
し
試
料
裝
入
後
二

時
間
に

て

生
成

次
分゚
を一
取
吼
四

せ

り

　

常
に

斯
か
る

同
一

加
熱
状
態
を

繰
り

返
し
て

得
た
る

灰

分
申
の

硫
黄
量
を

定

量
せ

り
．

各
試
料

の

分
析
並
に

硫

黄
定
量
結
果
次

の

如
し

本

試
驗
に

於
け
る

硫
黄
測
定
法
は

石

炭
又

は

煉
炭
に

就
て

は

エ

シ
・
力

法
を

用
ひ

次
分
中
の

硫
黄
測
定
に

就
て

は
友

分
を

炭
酸
曹
逹
の

飽
和

液
に

て

處
理

し

濾
液
を
鹽
酸
酸
性
と

な
し

硫
酸
κ

リ
ュ
ー

ム

と

し

て

定
量
せ

り

　
　
　

晶

種

　

　

　

工

業

分

析

　

　

　

　

　

備

　
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

一
、

｝
十

雌桝
艪
糯

栖順
歳

二
、

大

嶺

無
煙

炭

三
，

鴻
某
無

煙
炭

四
、

天

然

木

炭

五．

孔

明

煉

炭

　
分

　
％

豆

垂

一
7
（

（

二・
奨

一
〇

ム

一
λ
唱

灰

　
　
分

　
　

％

　

三

λ
湘

　
菖

O・一一
七

　

 

耄

　
一
？

昊

　

き
毛
O

揮

發

分

　
　

％

　

固。
殳

　

（・
只

　
　
六

毛
三

　
一
三

西
二

　
　
六・
巽

固

定

炭
素

　
　
　
％

　

耄・
蠢

　

乗・
耄

　
（

？

茜

　

豊
・

堅

　
七一
・
8

　
カ
ロ
リ
ロ

六
、

二

合

五
、

虱

＝

七 ‘
菖

穴

『
＝

七

六

三
吾

江

東
炭

坑
産

支
那
山

西
省

産

川

ロ

町
に

て

購
入
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六
u

豆
　
　

　
　

炭
　

　

　
　

　
　

　　一
丁
湘
二

　
　

　

　
　

　
　
言
7
内

回

　

　

　
　

　
　

　
（
。

西
　

　
　

　
　

　
　
者

皿・
且

〇

　
　

七
．

丈

　

化．

炭

　

　

　

　

　
二・
七

軸

　

　

　

　

　一
畆
・

四

幽

　

　

　

　

　

δ・
豊

　

　

　

　

　
七

70
仁

　
　

八
魯

皇

　

國
　
炭

　

　

　

　

　

四・
（
二

　

　

　

　

　

幽・
ハ

四

　

　

　

　

　

（・
三

六

　

　

　

　

省

内．
西

（

　
　

九
，

千
　
止

威

　山
灰

　
　

　

　
　
　
　
四・
是冖
　
　
　
　
　
　

拓・
空
　
　
　
　
　
　
　
言
7
璽一
　
　
　
　
　
　

六一
〒一
冗

前
記
各
試
料
中
に

含
ま
る

」

硫
黄
％
並
に

各
燃
燒
温
度
に

於
け
る

固
定
硫

黄
量
次
の

如
し

品

種

一
，

卆

壌
無
煙

炭

二
．

大

嶺
無

煙
炭

三
．

鴻

基
無
煙

炭

四
、

天

然

木

炭

五
。

孔

明

煉

炭

六
．

豆

　
　

炭

七
．

丈

　
化

炭

八
．

畠

　
國

　
炭

九
、

千

　
歳

　
炭

原

炭
硫

貰

％
O・
巴

9
垂

O・
美

9
昌

七

？

究

？

空

？

き

9

三
西

一
・
呈

　

　

燃

燒
温

度
七

〇

〇
度

灰
分

％

鰲
硫

全
硫

黄
に

一
凪・
毘

ゴ

三・
二

（

一
〇・
益

三

凶
臨

一
三・
ぎ

一
竃・
ロ
三

ヨ・
霊

幽・
全

一
気
亠

三

O・
邑

O

一
三
函

O・
陽

一
・一
並

一
・
杢

一
・
実

昌。
δ

一
・
＝

風・
発

六
亀

崑一
六

内
、

益「

内
、

詣
四

皿
じ

角一
孤

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
燃

燒
濫
度
八

〇
〇
度

難
 

嫐

凱
鄰

硫

講

飜
懃

一
了

旺

（

90
ハ

（。
杏

轟
昌

ん
幽

善
〒

耄

耄
三
（

奕
二

弧

耄・
夬

究
・

窒

OOOOOoOOO

o 一 一 昌 且 甲朝 玉 一一一＝＝t
oA 相 〇 二 鍾

一
〇 弄

一
瓢・
葦

菖一
・
豎

一
〇・
果

一
一
る
三

三
・
禿

呂

O・
盈

一
酋・
言

一一
孟
〇

三
・
奄

〇

三
七

一
三
三

？
巴

一
6
（

一
・
三

一
・
杏

一
・
耄

O・
交

四

三
就

一
〇

∴

三

七
四・
轟

七。
豊

昊・
湘
二

三

（

6
幽

矗

四・
莞

矗

〒

凸

二

六

ん
七

（

や

ぎ

OOOoooOOO
二 三 三 三 西 二 垂 ，1， 自
晶 一 四

ハ
崑 四

一 昌 七

川

澄
煉

炭
倉
瓩
製

品

大
阪

乾
餾
工

業
會
瓧

製
品

貝

島
乾
餾
倉
瓧

製
品

、

串
成
骸

炭

大

阪

製
炭

合
養
曾
敢

製
品

灰
分
％

三
三
噌

≡
・
四

〇

一
？

合

＝
・
昊

き・
突

一
甲

弐

一
甼

裔

幽・
窒

一
亨
三

燃
燒
温
度
九

〇

〇

度

鄰
磅

黔
轢

黥
灘

〇

三
星

0
・

三

？
呂

旦

9
（
内

？

盞

一
・

囹

一
る
踏

O・冒
三

里

ん
噸

（・
貞

二

四
二・
（
七

寧

翼

美
λ
昌

昌

甼

全

耋
・

益

ε・
蠢

一
〇

ん
（

噸

六・
＝

〇一
耄

O

岩

O・
豊

9一
名

0・
亜

O・
四
〇

〇・
孟

〇

三
内

9
量

　
本
分
析
に

於
け
る

友
分

、

硫
黄
分
の

計
算
は
總
て

無
水
炭
に

就
き
行
へ

る

も
の

な
り

，

得
た
る

結
果
を
更
に

曲
線
に

て

比

較
す
れ
ば

第
三

圖
の

如
し

　
本
試
驗
の

結
果
に

よ

り
次

分
中
に

於

け
る

硫
黄
固
定
量
は

燃
燒
温
度
の

上

昇
と

共
に

著
し
く
減
少
す
る

を

知
る

、

而
し

て
一

般
に

固
定
硫
黄

量
の

大
な
る

も
の

は
温
度
に

ょ

る

影
饗
も
大
な
9，

故
に

固
定
硫
黄
量
を
増
加
せ

し
め

ん

と

せ

ば
成
る

可
く
低
温
度
に

て

燃
燒
せ

し
む
る

を
有
利
と

す

　

高
温
度
に

於
て

固
定
硫
黄
量
の

減
す
る

は

主
と

し
て

生
成
せ

る

硫

酸
石
次
の

分
解
に

原

因
す
る

も
の

な

り
、

硫
酸
石

次
は
高
温
度
に

於
て

硫
酸
石
友
と

生

石
荻

（

O

島
O
・

＋

Q
口

O
）

の

形
に

變
じ
此
等
は

八

σ
○

ー
一

、

○
○
○
度
に

て

分
解
す
る

事

Ω
話
昌

αq
σq

（

お
一

〇
）

及

O
冨
器
ロ

碧
娼

（一
〇
〇

◎。

）

兩
氏
に

ょ

り

發
表

せ

ら
れ
居
れ

る

が
（

h

斡
5
告
o

犀

闃

穿
蕊
＄幽
5…

日
p
び
o
ロ
¢

p
α

b
二

炉

ロぱ゚

H層

ヨ
 
）

後
記
せ

る

實
驗
結
果
に

よ

る

も
硫

酸
石
次
の

分

解
に

原
因
す
る

事
明
か
な
り

　

硫
黄
固
定
愛
を
各
試
料
に

就
き
類
別
す
る
に

千

歳
炭
及
大
嶺
無
煙
炭
最
大
に

し
て

丈
化

炭
。

豆

炭
、

天

然
木

炭
、

孔
明
煉

炭
、

皇
國
湊
之
に

次

ぎ
平
壌
及

　
　

　

　

春
季
特
鮒
曾

購
演
記

事

　

煉
炭
中
の

硫
費
分
囿

定
法

　

賀
田

立

二

　

緒
方
九

洲
男

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
一

九
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春
季
特
別

會
講

演
記

事

　
　
煉
炭
中

の

硫
黄
分
固

疋

法

　

　
賀
田

立
二

　
　
緒
方
九

洲
男

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
四
二

〇

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

鴻
基
無
煙
炭
最
少
な
り

、

揮

發
硫
黄
量
は
原
炭
申
の

硫
責
％
と

固
定
硫

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

固

定
　

硫

量ハ

％
　

鼻

瑛
Ψ

礒
矩

只

並、
拶
獲
減
量n
％

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

黄
％
と

に

關
係
す
る

が

千
歳
炭
の

如
き
は
原
炭
申
に
一
・

〇
五
％
の

多 ．

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

量
の

硫
黄
分
を

含
む

に

拘
は
ら
す
固
定
硫
黄

量
多
き

が
爲
め

揮
發
硫
黄

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

％
は

普
通
市
販
煉
炭
類
に

比
し

最
も
少
し

　
臙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煉
炭
原
料
と

し

て

無
煙
炭
類
の

硫
黄
％
を

比
較
す
る

に

天

然
木

炭
は

　
定

　
固

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
全

硫
黄
並

に

揮
發
硫

黄
共
少

量
な
る

が

準
壌
．

大山
領

、

鴻
基
無
煙
に

就

　
黄
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　・

　
硫

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
て

は

此

等

は
全
硫
黄
量
に

大
差
な
き

に

拘
は

ら
す
大

嶺
無
煙
炭
は
他
の

　
圖

　

　

　
　

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

二

種
に

比

し

著
し

く
固
定
硫

責
量
多
き

が

爲
め

揮

發
硫
黄
分
少
し

難

　

　

　

　

　

　

　

　

　

龕
聖
營
・

揮

霧
禧
就
・

は
千

嚢
最
沙

・

・

妥
化

炭

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

及
皇
國

炭
は

大

差
な
く
豆

炭
、

孔
明

煉

炭
は

前
者
に

比
し

稍
土

多
し

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

硫
黄
固
定
と

友
の

成
分

、

煉
炭
の

硫
黄
固
定
量
の

相
違
と

次
の

成
分

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

と

の

關
係
を
明

に

せ

ん

が

爲
め

前
記
試
驗
に

於
て

最
も
多

量
の

硫
黄

分

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

を

固
定
せ

る

千
歳
炭
並
に

大
嶺
無
煙
炭
と

硫
黄
固
定
量
の

少
量
な
る

干

壌
無
煙
炭
と
の

友
の

成
分
を
分
析
比

較
せ

り

　
　

試

料

炭

　

　
灼
熱
減

量

　

　
無
水
珪

酸

　

礬

　

土

　

　
酸

化

鐵

　

　
石

　

灰

　

　
苦

　

土

　

　
ア

ル

カ

リ

　

無
水

硫
酸

　
　

千

歳

炭

　

　

二．
00

　

四

子
四

穴

　

天・
窒

　

　

九・
毫

　

　

宍

茜
六

　

　

一
．

二

亠

　

　

O・
霊

　

　

个

発

　
　

大

嶺
無

煙

炭

　
　

　

　
　
甚．
三

　

　
　

　

砥

〒
八ニ
　

　

　
　
ニ

七

毛
六

　
　

　

　

三・
湘
八

　

　

　
　

（

二

δ

　

　
　

　

　
字
六
七

　

　

　
　

7
四

畠

　

　
　

　

7
内

膚

　．

　
　

夲

壌
無

煙
炭

　

　

　

；
二

　

　

篭・
三

　

　

二
湘・
茜

　

　

　
ヤ…
四

　

　

量
穴

　

　

　一
・
天

　

　

　
了
二

瓱

　

　

　

−

　
友
成
分
の

比

較
に

よ

り

荻
分
中

に

多
量
の

石
次

を

含
め
る

も
の

は

硫
黄
固
定

量
多
き
を

知

る
、

而
し

て

同
時
に

多
量
の

無
水
硫
酸
の

存
在
は

此
等
が

次
分

中

に

硫
酸
石

友

と
し

て

含
有
ぜ

ら

る

」

事
を
窺
知

し

得
可

し
，

前
表
に

於
て

千
歳
炭
及
罕

壌
無
煙
炭
よ

り
の

次

分
中

に

は

相

當
多

量
の

酸
化

鐡
を

含
め
る

が

此

等
は
硫
酸
靨
之
し

て

存
在
せ

ざ

る

事

は

石

炭
中
の

硫
化
鐵
は

大
氣
中

に

て

加
熱
す
れ
ば

容
易
に

分
解
し

て

酸
化
鐵
及
亜

硫

酸
瓦

斯
を
發
生

す
る
事
並
に

本

試
驗
に

於
け
る

平
壌
無
煙
炭
の

固
定
硫
黄
量
に

乏

し

き
事
に

よ

り

明

か

な
り

ψ

　
励

　
6・

　
・

　
釦

oo
植

。8

　
幡

　
叫

　
憾

　
。ρ

ω

平

瘢
纂
蟶

脚

プ’

実
嶺
量
蟶

聴

奪
嵐
即

曳

評
サ

働

鴻
基
粛
煙

翻

ゐ

剛

天
然
水

炭

調

慶
遜

蓼
％

燦

寛
明
煉
炭

ノ

叙
盡
釜

掛
％

伽

豆

　
瑛

尺

’

峯
二

度
札

戻
．

酬

掻

使
・

【

P

遂
舮

因

皇

國

炭

X

尸　
F　F　　　　　　l　　
l

氏

へ

炉

伽

彳

歳

炭

ぎ

」

卜

げ

（
〇

七

D
。

　
x
八

8
度
兌
8
度）
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第七九號

　
以

上
試
驗
の

結
果
に

よ

り

市
販
煉
炭
類
の

硫

黄
固
定
の

歌
況
を

明
に

す

る

と

共
に

現
今
行
は

る

曳

が
如
き

石
次
添
加
法
に

よ

り
略
全
硫
黄
量
の

六
−

八

割

を
友
中
に

固
定
せ

し

め
得
る

を
知
れ
り
又

燃
燒
濫
度

に

就
て

も
特
別
の

注
意
を

要
す
る

を
明
に

せ

り

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
四

、

煉
炭

中
の

硫

黄
固
定
試
驗

　
前
記
試
驗
に

於
て

現

今
市
販
煉
炭
類
に

於
け
る
硫
黄
固
定
の

駄
況
を

知
り
た
る

が

本
項
に

於
て

は
現

在

使
用

せ

ら
る

」

石

荻

共
他
の

固
定

劑
に

よ
り
現

在

の

固
定
量
以

上

に

有
効
な
る

方
法
を
見
出
さ

ん

と

せ

り

　
A

、

淌
石
茨
叉

は

マ

グ

ネ

シ

ャ

忽

よ

る

固
定
試

驗

　
石
次
の

配
合
は

燃
燒
に

際
し

石
炭
申

の

硫
黄
分
と

化
合
し

て

高
温
に

よ

り

分
解
し

難
き
硫
酸
石
荻
を

生
じ

硫
黄
固

定
に

有
効
な
る

事
は

現

在
多
數
に

使
用

せ

ら
れ
實
證
せ

ら
る

Σ

處
な
る

が

石
炭
の

次
の

成

分
と

し

て

石
荻
又

は

ア

ル

カ

リ

酸
化
物
を
含
む

時
は
固
定
硫
黄
量
の

多
き

事
に

よ

り

古
く
よ

り

知
ら

れ
た

り
，

叉

マ

グ

ネ
シ

ヤ

は

硫
黄
定
量
法
と

し

て
一

般
に

用
ひ

ら
る

玉

エ

シ

高

力

合
劑
其
他
に

於
て

硫

責
固
定
に

有
効
な
る

事
知
ら

れ
居
れ

り

　
本
試
驗
に

は

前
記

工

業
分
析
に

示

せ

る

甼
壌
江

東
炭
坑
無
煙
炭
及
大
嶺
無

煙
炭
を

使
用
し
粘
結
測
と
し
て

次
の

如
き
組
成
を

有
す
る

粘
土

を
添
加
せ

り

　
　

無
水
珪

酸
　

　

　

　
　

攀
　

　
土

　

　
　

　

　
酸

化

餓

　
　

　

　
　

石

　
　

灰

　

　

　
　
　
苦
　

　
土
　

　

　

　
ア

ル

カ

リ

　

　

　
　

灼
熱
減

量

　
　

　

堯・一
一
　
　

　
　
　

　
　
二

〇・
七
三

　
　
　

　
　
　
　

砿・
竈
　

　
　
　
　

　
　
　一
圭
二

　
　

　
　
　
　

　
　一
・
嵳
　
　
　

　
　
　

　
　

−
　
　

　
　
　

　
　
湘・
凱
六

　
本
試
驗
に

於
て

は

試
料
炭
に

籤
し

粘
結
劑
と
し

て

一

〇
％
の

粘
土

を
混
合
し

更
に

固
定
劑
と

し
て

化
學
用

淌
石

次
又

は
マ

グ

ネ
シ

ヤ

を

種
々

の

分
量
に

添

加
し
て

其
の

影
響
を

見
た
り

、

各
配
合
原

料
は
「

吋
に

就
き

二

五

目

篩
通
過
の

も
の

を
使
用
し
混
淆
し
た

る

後
原

料
の

五

％
餘
の

水

分
を

添
加
し
充
分
攪
拌

し

た

る

後
卒
方
糎
約
一

〇
〇
瓩
の

加
壓
に

よ

り

煉
炭
を
製
せ

り
，

生
成
煉
炭
は

直
徑
二
・

八

糎
、

高
さ

約
三
・

0
糎
の

圓
筒
歌
を

な
し

之
を

截
斷
し

て

試
料
片

を
造
り

夫
々

次
分
及
次
中

固
定
硫
黄

％
を

測
定
し

之
よ

り

全

固
定
硫
黄
量
を
算
出
せ

り
、

此
際
煉
炭
の

燃
燒
温

度
は
七

〇
〇

1
九
〇
〇
度
に

し
て

燃
燒
時
閼

→

○
時
間
な
り

　
煉
炭
の

燃
燒
に

は

瓦
斯
マ

…、
フ

ル

爐
を

用
ひ

た

る

を
以

て

燃
燒
瓦

斯
に

よ

る

硫
黄
分
の

影
響
に

就
き
試
驗
し
殆
ん

ど

補
整
の

要
な
き
を
知
れ
り

　
試
驗
結
果
は
第
四
圖
の

曲
線
に

示

す
が

如
し

　

曲
線
に

示

す
が

如
く
平
壌
無
煙
炭
に

淌
石
衣
を
添
加
せ

し
場
合
に

は

淌
石
友
四

％
に

て

全
硫
黄
量
の

六

三

％
、

八

％
に

て

九
四

％
を
固
定
し
得
た
る

が

大

嶺
炭
に

於
て

は
概
に

炭
自
身
の

燃
燒
に

際
t
約
六

二

％
、

の

硫
黄
分
を

固
定
し
四
％
添
加
せ

る

場

合
は

九
〇
％
に

し

て

更
に

淌
石

友
を
増
加
す
れ
ぱ

多
少
φ

　
　

　
　
春

季
特
別
會
講

演
記

事

　

　
煉
炭
中

の

硫
黄
分
固

定
法

　

　
賀
田

立
二

　

　
締

方
九

洲
男
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

沼
二

［
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第 四 圖 硫黄固定曲

春

季
特
別
會

講
演
記

事

　
　

口

炭

蘋
動

％

4
ψ

咳
彡

獲
匕

踊
乃

灰

凧

　
　
・

　
　

と
♪

｝

亨

σ

多

箋
し

浦
乃

仄

煉
炭
中
の

硫
黄
分
固

定

怯
　

　

賀
田

立
二
，

緒
方
九

洲
風冖
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四
二

二

　

　

固
定
硫
黄
量
を

増
加
す

る

も

大
な
る

變
化
な
し

、

不

壤
無
煙
炭
と

大
嶺
無
煙
炭
と

の

間
に

石

次

添
加
量
の

差
あ
る

’　 z 　 3 　 4 　 　 　

万 炭 ・ヴ 伊 ；緬 《 入・尸 7
』’
）’ヤ ‘碗 ゜

％

は

大
嶺
無
煙
炭
は

炭
自
ら
石
荻
を

含
有
せ

る

に

ょ

る

事
前
記
せ

る

が

如
し

　
本
實
驗
結
果
よ

り

見
れ
ば
平

壤
江

東
無
煙

炭
の

際
に

は

石

炭
に

封
し

八

％
の

淌
石
友
を

添
加
せ

る

時
最
高
硫
黄

固
定
量
を
示

せ

る

に

大

嶺
無
煙
炭
に

て

は

四

％
に

て

足

る
，

淌
石
次
に

代
ふ

る

に

マ

グ

ネ

シ

ャ

を
用

ひ

た
る

場
合

は
A

、

B

曲
線
の

比

較
に

ょ

り

明
か

な

る

如
く
二

％
添

加
の

場
合
は

淌
石

次
の

際
と

大
差
な

き

も
更
に
マ

グ

ネ

シ

ヤ

の

添
加
量
を
増
加
す
る

も
固
定
硫
黄
量
の

増
加
少
く
淌
石
次
使
用
の

場
合
と
相
當
の

差
あ

り
、

即
ら
マ

グ

ネ

シ

ャ

は

硫
黄
固
定
劑
と

し
て

淌
石

友
に

比
し

劣
れ
る

を
示

す

　
B

、

炭
粒
の

大
小

に

ょ

る

硫
黄
固
定

量
の

影
響

　

同
一

分
量
の

硫
黄
固

定
劑
を
用
ふ

る

も
原
料
炭
の

粒
の

大
小
に

よ

り

硫
黄
固
定
量
に

變
化
な

き

を

保
し

難
き
を

以
て

前
試
驗
に

於
け
る

と
同
「

方
法
に

ょ
り

淌
石
衣
八

％，

粘
土

六

％
を
用
ひ

李
壌
無
煙
炭
の

粉
末
度
を
一

吋

に

就
き

五

ー
一

〇
，

一

〇
1
二

〇
、

二

〇
1

三

〇
、

三

〇
ー
五
〇．

五

〇
目
以

上

に

變
化
せ

し

め
試
驗
せ

る

に

殆
ん

ど

粒
の

大
小
に

よ

る

影
響
を
見
ざ
り

き
，

此
の

理

は

試
料
無
煙
炭
は

煉

炭
製
造
中
更
に

粉
碎
せ

ら

る

」

を
以

て

前

記
せ

る

が

如
き
均
「

な
る

粉
末
度
を

示

さ

ざ
る

に

よ

る

も
石
炭
中

の

硫
黄
分
が

直
接
石
友
と

化

合
す

る

に

非
す
し

て

先
づ

亜

硫

酸
瓦

斯
に

變
じ
煉

炭
質
申

を

通
過
す

る

際
硫

酸
石
友
を

生
成
す

る

に

ょ

る

と
も

解
釋
す

る

を
得
可

し

　
C

、

粘
土

添
加
量
の

差
に

よ

る

硫
黄
固
定
量
の

影
響
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　、

　
孔
明
煉

炭
製
造
の

際
に

於
け
る

添
加
粘
土
は

粘
結
劑
と

し

て

使
用
せ

ら

る

」

も
の

な

る

を

以

て

煉
炭
製
造
に

必

要

な
る

最
少
量
を

用

ふ

る

を

可
と

す
可

し
．

此
の

際
粘
土

の

性
質
に

よ

り

て

は

其
の

組
成
の

一

部
た
る

石
友
以
外
に

硫
黄
固
定
作
用

を
な
す
も
の

存
す

る

に

非
ざ

る

か

を

思
ひ

卒

壌
江

東
無
煙
炭
を

原
料
と

し

前
記
せ

る

が

如
き
品
質
を
有
す
る

粘
土
の

添
加

量
を
種
六

の

割
合
に

變
化
し

て

試
驗
せ

る

が

硫
黄
固
定
量
の

變
化
な
か

り

き

　
D

、

炭
酸
曹
達
及
エ

シ
昌

力

合
劑
に

よ

る

硫
黄
固
定

　
硫
黄
の

定
量
分
析
法
に

於
て

炭
酸
曹
逹
及
マ

グ

ネ

シ

ヤ

を
一

と

二

の

割
合
に

配
合
せ

る
ヱ

シ
ュ

カ

合
劑
の

使
用
は
一

般
に

知

ら
る

」

處
な

り
，

此
の

際
石

炭
中
の

硫
黄
は

此
等
の

硫

酸
鹽
叉

は
硫
化
物
と

な
り
て

固

定
せ
ら
る

」

が

既
に

邇
べ

た
る

が

如
く
マ

グ

ネ
シ

ヤ

の

み

の

場
合
は

共
の

效
果
石
灰
に

劣
れ
る

を
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以
て

本
試
驗
に

於
て

は

甼

壌
江

東
無
煙

炭
に

種
々

の

割
合
に

炭

酸
曹
逹
又

は
エ

シ
ュ

カ

合
劑
を

配
合
せ

る

場
合
並
に

消
石
荻
八

％
と

此

等
の

固
定
劑
を
配
合

せ

る

も
の

に

就
き
試
驗
せ

り
、

本
結
果
は

大
醴
滔
石
次
の

み
に

よ

る

場
合
と

大
差
な
く
加
ふ

る

に

炭
酸
曹
逹
は
石

次

に

比

し

高
價
な
る

不
利
あ

る

と

吸

濕
性

に

富
み

石

荻
の

如
く
粘
結
力
を
有
せ

ざ

る

が

爲
め

生

成
煉

炭
脆
弱
な
る
の

缺
點
あ

り
、

硫
黄
固
定
劑
と

し

て

推
奬
す
可
き

も
の

に

非
す

　
E

、

硫
黄
固
定
劑
と

し
て

浩
石
次
乏

炭
酸
石

友
と

の

比

較

　
現
在
硫
黄
固
定
劑
と

し
て

の

石
灰
は

淌
石
次
の

他
炭

酸
石
次
即
ち

石

友
石
粉
使
用
せ

ら
れ

居
れ
ウ
、

而
し

て

特
に

脆
臭

劑
と

し

て

販
費
せ

ら
る

」

も

の

」

内
に

は

工

場
に

於
け
る

炭
酸
石

友
の

廢
物

等
を

利
用
せ

る

も
の

多
き

が

炭
酸
石
次
は

加
熱
に

よ

り
生
石
次
に

變
じ
同
時
に

亜

硫
酸
瓦

斯
と

化
合
し

酸
化
せ

ら

れ
て

硫
酸
石
友
に

變
す
可

き

を
以

て

炭
酸
石
友
の

量
を

淌
石

荻
に

比

し

分
子

量
の

増
加
に

相

當
す
る

丈

け

多

量
に

添
加
す
れ
ば

其
の

效

果
は
同

様
な
る

可

し

と

考
へ

ら
る

」

も
之
を
實
地

炭
酸
石

次
を
用
ひ

て

試
驗
せ

り

　
配
合
せ

る

石

次

石
は

東
京
府
下

青
梅
産
に

し

て

炭
酸
石
友
分
七

四
％
を

含
有
せ

り
，

然
る

に

分
子

量
の

割
合
に

よ

り
淌
石
次
八

％
は

炭
酸
石
次
約

＝

％

に

相
當
す
る

を

以
て

前
記

石

荻
石
の

純
度
に

於
て

は
約
一

五

％
に

當
れ
り

，

故
に

干

壌
無
煙
炭
一

〇
〇
瓦
に

對
し

粘
土

五

瓦
．

水

分
六

瓦

を

加
へ

次
の

割
合

に

石

友
石

粉
を

混

じ
得
た
る

煉
炭
を

燃
燒
せ

し
め

次
分
中

の

硫
黄

分
を
定
量
し

之
よ

り

固
定
硫
黄
％
を

計
算
せ

り
，

成
績
次

の

如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一
）

　

　

　

　

　

　

　

　
（

二

）

　

　

　

　

　

　

　

　

（

三
）

　
　

　

　

　

　

　

　

（

四
）

　
　

原
炭
に

尉
す

ろ

炭
酸
石
灰

添
加
％

　
　
　
　
　

七
・
〇

　
　
　
　
　
　
　
　一
一
・

〇

　
　
　
　
　
　
　
一
五
・
0
　
　
　
　
　
　
　層
二

〇
．
O

　
　

全

硫
黄

に

劉

す
ろ

固
定
硫

黄
％

　
　

　

　

　
　
六

二
・
〇

　
　

　

　
　

　

　
　
六

五
・

三

　

　
　

　

　

　
　

六

六
・
八

　
　

　

　
　

　

　

六

八．
七

　
本
試
驗
の

結
果
に

よ
る

に

石
友
石

に

ょ
る

硫
黄
固
定
量
は
約
六

五

−
六

九

％
に

し

て

猫
石

荻
石

量
を

増

す

も

硫
黄
固
定
量
は

著
し

く
増
加
せ

ざ
る

可
し

　
炭
酸
石
次
が

淌
石

友
に

比

し

稍
々

硫
黄
固
定
量
少
き
感
あ
る

が

炭
酸
石

次
は

加
熱
の

初
期
に

於
て

は

直
接
煉

炭
の

燃
燒
に

ょ
b

發
生
す

る

亜

硫
酸
瓦

斯
と

化
合
す
る

も
赤
熱
下
に

於
て

炭
酸
瓦

斯
を
發
生
し
て

生
石
次
に

變
じ

亜

硫
酸
瓦
斯
に

作
用
す
可
し

、

潰
石
炭
の

場
合
に

於
て

も

略
之
と

同
様
の

反
應
行
は

れ

初
め

は
消
石
荻
と

し
て

後
は
生

石

荻
と

し

て

亜

硫
酸
瓦

斯
と
作
用
す
可
き

が

亜

硫
酸
瓦

斯
と

炭
酸
石

友
と

の

反
應
速
度
は
淌
石

次
と

の

反
應
に

比

し

稍
々

微

弱
な
る

を
以
て

全

體
と

し

て

硫
黄
固
定
量
を
減
す
る

な
る

可
し

　
断
く
の

如
く
淌
石
友
は
炭
酸
石
荻
に

比

し
稍
々

多
量
の

硫
黄
分
を
固
定
す
る
の

み

な
ら
す
其
の

量
僅
少
に

て

足
り
且
炭
酸
石
友
に

比
し

粘
結
力
を
有
す
る

を

以

て

煉

炭
配
合
劑
と

し
て

石
友
石
類
に

比

し

有

利
な
り

と

認
む

　
　
　
　
春

季
特
別
曾
講

演
記
事

　
　
煉

炭
中

の

硫
黄

分
固
定
法

　
　

賀
田
立
二

、

緒
方
九

洲
男

　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

四
二

三
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月 四 年 四 和 昭

　
　
　
　

春

季
特
別

會
講

演
記

事

　
　
煉
炭
中
の

硫
黄
分

固

定

法

　
　

賀
田

立
二

、

緒

方
九

洲
男

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
四
二

四

　
F

、

淌
石

荻
に

炭
酸
バ

リ
昌
ー

ム

添
加
に

よ
る

硫
黄
の

固
定

　
バ

リ
呂

一

ム

鹽
は

硫
酸
基
の

定
量
法
と

し

て

廣
く
使
用
せ

ら

れ
硫
黄
固
定

劑
と

し

て

屡
々

使
用

さ

る

玉

を
以

て

淌
石

茨

の

み

に

ょ

レ
固
定
困

難
な
る

硫
黄

分
を

更
に

少

量
の

謬
ず
、

よ
を
添
加
し

固
定

芒
め

ん

・

せ

り
，

本
試
驗
の

藁
は

砦
友
の

み

の

場

倉
比

し

稍

肴
效
な
る

も
固

毳
葺
の

増
加

著
し
か

ら

す

　
G

、

硫
黄
固
定
に

於
け

る

添
加
石
次
の

助
劑

と

し

て

酸
化

鐡
、

二

酸
化
マ

ン

ガ
ン

又

は

酸
化
亞

鉛
の

使
用

前

記
せ

る

が

如
く
適

量
の

溝

夏
の

配
合
の

み

に

ょ

り

て

は

固
定
困

讐
る

約
二

〇
％
の

饕
分
の

里
に

馨
盞
の

實

鑒
行
ひ

た

る
も

其
の

效
果

な
か
り

し

が

淌
石

友
を
配
A
、

せ

る

婆
を

低

濫
よ

り
高
澀

擦
・

垢
熱
し
各
浬
度
に

於
け

る

石

輦
の

硫
黄

量

蓬
量

綾
芸
振
發
硫

募
の

大

部

分
は
六

〇
〇
度
内
外

迄
の

加
熱
の

際
生
す
る

事
を

知
れ
り

．

即

ち

斯
か

る

温
度
に

於
て

は

燃
燒
に

ょ

り
生

す
る

亜

硫
酸
瓦

斯
の

一

部
は

淌
石
友
と

化
合
し

難

き

事
を

知
ゆ

尭
る

を
以
て

次
の

如
き
方
法
に

よ

り
此
等
揮
發
硫
黄
分
を

固
定
せ

し
め

得
る

に

非
ざ
る

か

を
考
へ

た
り

　
（

「
）

，

五
ー
六

〇
〇
度
附
近
に

於
て

容
易
に

硫
化

物
を
造
り

易
き
物

質
を
添
加
し

て

先
づ

揮
發
硫
黄
分
を
捕
集
し
も
し

斯
か
る

硫
化

物
が

高
熱
に

ょ

り

分

解
し

易
き

も
の

な

れ

ば

之

を

再
び

安
定
な
る

硫

酸
石
次
に

變
ぜ

し
む

（

二
）

、

加

警
よ
り
發

隼
る

亜

硫
酸
瓦

斯
を

酸
化
せ

し

め

無
水

綾
と

な
す
を

得
ぱ
亜

硫
酸
瓦
斯
の

場
合
よ

り
も

獲
中
の

石

奮
容

易
に

化

合
し
硫

酸
石

次
を
生
じ

以
て

硫
黄
の

固
定
を

容
易
な
ら

し

む
ぺ

し

　
（

一
）

に

就
て

は

其
の

口
的
を

建
す

る

事
能
は

ざ

り
し

も

　
（

二
）

に

就
て

は

現
今

接
觸
硫
酸
法

に

於

て

行
は

る

玉

處
な
る

を
以

て

該
方

法
に

接
觸
劑

と

し

て

用
ひ

ら

る

」

も
の

」

内
比

較
的
廉
價
に

且
つ

容
易
に

求

め

得
可

き
酸
化
鐵

、

二

酸
化
マ

ン

ガ

ン

並
に

酸
化
亜

鉛
に

就
き

試
驗
せ

る

に

次
の

如
き

好
結

果
を

示

せ

り
　
添
加
せ

る

酸
化
鐵、

酸
化
亜
鉛
叉

は

二

酸
化
マ

ン

ガ

ン

は
何
れ

も
化

學
用
の

粉
末
を
用

ひ

表
示

せ

る

が

如
き

割
合
に

て

棍

淆
し

煉

炭
を

作
り

た

る

後
電
氣

爐
を

用

ひ

八

〇
〇
1

八

五

〇
度
に

て
「

四
時
翩
燃
燒
せ

し

め

生
ぜ

る

友
中
の

硫
黄
分
を

定
量
せ

り

　
　
　
　
　
　
　
　
A

、

助

嚠
と

し

て

の

酸
化
鐵
及

酸
化

亜

鉛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原

　

　

　

　

　

　

料

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
煉

炭

分
析
（

無
水
試

料
に

就

き
）

　
　
　一

、

　
　

δ
0

　
　
　
　
　

玉

　

　
　
　
　

八

　
　
　
　

　
　

〇

6
　
　
　
一
酉・
耄
　
　
　
　
O

西

宅

　
　
　
　
　
一
《
豊
　
　

　
　“

矣
二一
七
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五 四 、三 芦
、 　 亀 　 ℃ 　 1

〃 〃 9〃

〃 〃 ML〃

11P ！  〃

B
，

助

劑
と

し
て

の

二

酸
化
マ

ン

ガ

ン

　
　
　

原

　
　
　
　
　
　
料

　
李

壤
無

煙
炭

一
、

　
　
一
8

二
、

　
　
　

〃

三
b

　
　
　

〃

四
、

　
　
　

〃

粘

” at
土

〃〃

酸
化
餓

　一
6

同

　
　
　
菖

6

酸
化
亞

鉛一
6

同
　

　
　
三

6

消

石

灰

　
　
（〃〃〃

硫
黄

固

定

助

劑

　
　
　
　
06

二

酸

化
加
〃

】
．

O

同
　

　
　
一昌
6

同

　
　
　
瓢・
O

一
西

ん
ん

柔
二
（

二

四・
生

量・
四

六

9
四

四

『

？
四

柔

O。
四

夫

0・
四

克

煉
炭
分

析
（

無
水
試

料
に

就

き
）

灰

分

％

　
　
　
硫

黄

％

　
二 ．一
丁

些晶
　
　
　
　
　

　
　
O・
菖
ハ

四

　
二

四・
囮
二

　

　
　
　
　
　

　
〇

三

六

七

　
二

厩●
霊

ル

　
　
　
　

　
　
　
O

蠧
虱

瓢

　
二

六・
九

（

　
　
　

　
　
　
　
〇

三

邑

（

一・
七

ぎ

一
・

九

七
九

一
・
耄
七

一
〒
0
靼

灰
中

硫

黄
％

一
・冒
d
七

7
皇

窒

一
三

合

一
6
九

〇

柔・
窒

一
一
三。
六
二

ん

二・
六
四

δ
八．
四
（

固

定

硫
黄

％

八

7
四
四

発・
巽

湘

昌

三
七

八

七・
〇

六

　
此

等
の

試
驗
に

よ

り

酸
化
鐵

、

酸
化
亜

鉛
叉

は
二

酸
化
マ

ン

ガ

ン

の

添
加

が

石

友
の

み

の

場
合
に

比

し

著
し

く
有
效
に

し

て

此
等
に

よ

り
殆
ん

ど

全

硫
黄

量
を

固
定
し
得
た

る

を
知
る
べ

し

　
表
A
に

於
て

固
定

硫
黄

％
の

一

〇
〇
％
以

上

を
示

せ

る

も

の

あ

る

は

ヱ

シ
呂

力

法
に

よ

り
煉

淡
中
の

硫
黄
％
が

實
際
よ

り
少
量
を

示

せ

る

か

又

は
次

分
中

の

硫
黄
定
量
結
果
が

實
際
量
よ

り

多
量
な
る

に

原
因
す

可
し
、

エ

シ
ュ
ヵ

法
が

不

完
全

に

し

て

定
量
中
硫
黄
の
一

部
が

揮
散
す
る

事
は

既
に

内
外
に

於
け

る

多

數
の

報
告
に

よ

り

明
か

な
る

が

友
中

の

硫
黄

定
量
に

際
し

て

も

硫
酸
バ

リ
呂
ー

ム

の

沈
澱
に

際
し

友
中
の

無
機
物
共
他
が

合
有
せ

ら
れ

之
が

爲
め

硫
黄
を

實

際
u

亙

よ

り
多
量
に

示

す

事
發
表
せ

ら

れ

居
れ
り

　

前
記
實
驗
を
確

か

め

ん

が

爲
め

更
に

略
同
一

實
驗
を

繰
り

返
し
た
る

に

略
同
一

結
果
を
示
し

酸
化
鐵
及

酸
化
亜

鉛
を
用
ひ

た

る

際
同
様
一

〇
〇
％
以

上

の

硫

黄
固
定
量
を
示

せ

り

　

前
表
に

於

て

硫

黄
％

の
一

〇
〇
％
を
越
ゆ
る

は

添
加
せ

る

鐵
分
叉

は

亜
鉛
分
と

關
係
を

有
す

る

如
く
思
は

る

Σ

が

表
示
せ

る

原
炭
中

の

硫
黄
％
は
淌
石

茨

の

み

の

場
合
の

％
を

基
礎
と

し
之

よ

り
鐵
叉

は

亜

鉛
を

添
加

せ

る

が

爲
め

に

生
す
る

硫
黄

％
の

減
少
割
合
を
計

算
し

定
景
數
と

比
較
す
る

に

殆
ん

ど
一

致
し

居
れ
り

、

又
エ

シ
呂

力

法
に

よ

り
生

す
る

硫
酸
バ

リ
ュ
ー

厶

の

沈
澱
を

少
量
の

濃
硫
酸
に

て

處
理

し

た
る

後
溶
液
を
稀
釋
し

加
温
放
置
後
測
定
を

繰
り

返
す
も

　
　
　
　
春
季
特
別
曾
鯲

演
記

事

　
　

煉
炭
中
の

硫

黄
分
固

定

法
　
　

賀
田

立
二

．

緒
方
九

洲
男
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

四
二

五
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春

季
特
別
會

講

演
詭

事

　

　
煉
炭
中
の

硫
黄
分

固

定

法

　

　
賀
田

立
二

、

緒

方
九

洲

男

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

四
二

六

殆
ん

ど

重
量
の

變
化

を

見
ざ

る

が

鐵
又

は

亞

鉛
を
添
加
せ

る

煉
炭
の

次
中

の

硫
黄
定
量
に

よ

る

硫

酸
バ

リ
轟
ー

ム

を
同
樣
に

處
理

す
れ
ば

少

量
の

重
量
減
を

生
じ
之

よ

り

計
算
せ

る

硫
黄
固
定
量
は
殆
ん

ど
一

〇
〇

％
を

示

せ

り
．

即
ち
鐵
又

は
亜

鉛
を
添
加
せ

る
場
合
は
衣
分
中

の

硫
黄
測

定
に

際
し
此
等
の

微
量
が

硫
酸
バ

リ
昌

ー

ム

中
に

夾
雜
さ

る

」

虞
れ

あ

る

を
示

す
も
の

な
り

　

本
試
驗
に

於
て

消
石
次
と

共
に

酸
化
鐵
を
用
ふ

る

の

有
效
な

る

事
を

認
め

た
る

が

次

に

干
壤
無
煙
炭
一

〇
〇
に

對
し

粘
土

五

％
、

酸
化
鐵
五

％
を
使
用

し

次
に

示

す
が

如
く
淌
石
灰
の

割
合

を
變
化

せ

し
め
て

煉

炭
を
製
し

次
中

の

固
定
硫
黄
量
を

見
た

ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一
）

　

　
　

　

　
　

　

（

二
）

　

　
　

　

　
　

　

（

三
）

　

　

　
　

　

　
　

（

四
）

　
　

原
料
炭
に

對
す

る

酸

化
鐡

％

　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
五

　
　
　

　

　

　

　

五

　
　
　
　
　
　
　

五

　
　
　
　
　
　
　

五

　
　

原
料
炭
に

對
す

ろ

消
石

灰

％
　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

二

　
　

　

　

　
　

　

四

　
　

　

　
　

　

　
　
六

　
　

　

　

　
　

　

八

　
　

全

硫
黄
に

對
す

ろ

灰
中

固

定

硫
萱

％

　
　
　

　
　
　
　

七

六
・
九

五

　
　

　
　

九

八
・
九

六

　

　
　

　一

〇
冖
．
四

九

　

　
　

　

九

三
．
九
【

　
本

試
驗
結

果
に

よ

り

酸
化

鐡
五
％
に

對
し
淌
石

次
四

、

六
、

八

％
を
加
へ

た

る

場
合
は

殆
ん

ど

固
定
硫
黄
量
に

差
な
く
大
部
分
の

硫
黄
を

固
定
せ

る

を

知

る

可
し

　
更
に

淌
石
荻

、

酸
化
鐵

、

二

酸
化
マ

ン

ガ

ン
，

酸
化

亜

鉛
の

亜

硫
酸
瓦

斯
に

謝

す
る

作
用

を
知

ら

ん

が

爲
め

石

英
管
中

に

試
料

約
〕

瓦

を

石

綿
に

混
じ
て

裝
入

し

之
を

電
氣
爐
中
に

て

加
熱
し

つ

曳

約
三

％
の

亞

硫

酸
瓦

斯
を

含
め

る

乾
燥
室
氣
を

通
じ

温

度
の

上

昇
と

共
に

通
過
氣
體

卑
に

含
ま
る

」

亞

硫
酸
瓦

斯

量
の

増
減
を
測
定
し

此

等
の

物
質
が

硫
黄
固
定
劑
と
し

て

有
效

な
る

を

明

に

せ

り
。

而
し
て

酸
化

鐵
、

二

酸
化
マ

ン

ガ

ン

、

酸
化
亜

鉛
は

加
熱
の

際
亞

硫
酸

瓦

斯
を

酸
化
し

無
水
硫
酸
を
造
る

接
觸
作
用
を
な
す
も
の

な
り

、

斯
か

る

接
觸
劑
と

し

て

は

白
金

、

鐵
、

ク

ロ

ー

ム

，

二

。

ケ

ル

．

コ

バ

ル

ト
．

マ

ン

ガ

ン
，

銅
等
の

酸
化
物
及
硫

酸
盤
知
ら
る

L

も
最
も

安
價
に

し
て

容
易
に

得
ら
る
エ

は

酸
化

鐵
な
り

と

す

　
次
に

市
場
に

あ

る

重
な

る

無
煙
炭
數
種
に

就
き

硫
黄
固
定
試
驗
を

行
ひ

所
要
淌
石
次

並
に

酸
化

鐡
日

亙

を
測
定
せ

り

　
　
　
　
　
　
　
　
A

、

原
料

無
煙
炭
の

分
析

　
　
　

爨
撰

水

分

％

揮
椰
分

％
業

齢

駄
％

灰

分

％

硫

黄

％

總

舞
産

・

　
　
　一

、

鴻
　

　
基

　

　
　

　

　
　一
人
O

　

　

　
　

　

や

冕
　

　

　
　

　
七
七・
発
　

　

　

　
　

三・
葦

　
　

　

　
　
　

9
盍

　

　

　
　

　
六

亀

豊
九

　

　

　

佛
領

印
度
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第七九號

二
．

振
　
　

興

三
、

大

寶

面

四
、

三

祚

洞

原
料
無

煙
炭

四 三 ニ ー
、 　 、 　 、 　 1

三 大 振 鴻

紳 寶

洞 面 興 某

B
、

硫

　一・
究

　
曽

；
六

　
四

三
幽

黄

固

定

量

一　 　二 四

六 九 九 三

〇 七 ニ ー
二 九 ニ ニ

炭 の 無

の み 煙

硫な炭
黄 加 に

固 へ 粘
定 t：土

％ ろ五

　煉％

（

毛
O

瓱・
当

弛・
9

実・
杢

豊・
竺

ぎ
λ
七

適
量
の

淌
石

灰
な

添

加

ぜ

る

煉
炭

石
炭
に

對
す

る

石

灰

％

　
　
　

四

　
　
　

五

　
　
　

五

　
　
　

五

硫
黄
固

定
％

九
四
・

五

三

九
五
・

二

二

九
二
・
四

四

九

五
・
七

六

三・
究

一
七・一
三

蓋
人
七

O・
覗
凸

O・
莞

O・
叢

六
、

六

実

皿
、

圭
矗

玉
、

六

究

支

　
　
那

朝
鮮
卆

壌

同

　
　

適
量
の

淌
石

灰
及

酸
化
鐡
祉
添

加
ぜ

る

煉

炭

　
　
　

四

　

　

　

　
一

　

　

九

卆
三

六

　
　
　

五

　
　
　
　
　
　一
　
　
　

九

卆
四

五

　
　
　

五
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　一
二

　
　

　
　

　
　

九

九
●

六

九

　
　
　
五

三

九
八
．

00

　
前
記
各
原

料
は

常
研

究
室
に

て

得
た
る

少

量
の

試
料
に

就
き

行
ひ

た
る

も

の

な
る

を
以
て

單
に

此
等
の

み

に

よ

り
各
無
煙

炭
の

品
質
を

知
り
之
が

配
合
を

決
定
し

能
は

ざ

る

は

云

ふ

を

俟
た
す

、

各
試
料
共
石
次
の

み
を

添

加
せ

る

際
の

固
定
硫
黄
量
が

先
に

行
へ

る

甼
壌
江
東
無
煙
炭
等
の

場
合
に

比

し

稍
々

多
量

の

感
あ
る

が

此

等
は

試
製
煉
炭
の

燃
燒
温
度
の

影
響
に

よ
れ
る

が

如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
，

結

　
　

論

　
本
硫
黄
固
定
試
驗
に

關
聯
し
て

煉
炭
中
の

硫
黄
の

性
質
を

各
組
成
に

區
分
す
る

と

共
に

此
等
が

加
熱
の

際
に

如
何
な
る

變
化
を
な
す

か

又

此
等
と

添
加
石

荻
，

酸
化
鐵
等
と

の

間
に

如

何
な
る

反
應
を

生
す
る

か

に

就
き
研
究
せ

る

も
本
報
告
に

は

此
等
を
省
略
せ

り

　
本
試
驗
に

ょ
り

煉
炭
中

の

硫
黄
の

固
定
量
は
燃
燒
温
度
及
時
闇
に

鷺
響
せ

ら
る

義

を
以
て

常
に

此
等
の

點
に

留
意
す

る

の

必
要
な

る

を
知
れ

り
、

而
し

て

煉
炭
の

製
造
に

於
て

は
適
量
の

淌
石
友
と

少
量
の

酸
化

鐡
叉

は

他
の

酸
化
物
を
添
加
す
れ

ば
殆
ん

ど
全
硫
黄

量
を

次
申

に

固
定
し
得
る

を
明
に

せ

り

　
本

試
驗
結
果
の

實
施
に

よ

り
今

後
家
庭
用

煉
炭
の

睨
臭
は

完
全
に

行
は
れ
釜
々

需
要
を
増
加
し

得
可
き
を

信
す
る

が

更
に

孔
明
煉

炭゚
製
造
の

場
合
等
に

於

て

は

煉
炭
に

添
加
せ

ら
る

可
き
粘
土

其
他
の

不

燃
質
量
の

滅
少

を

計
り

發
熱
量
高
き
良
質
煉
炭
を

安
價
に

て

供
給
し

眞
に

良
質
家
庭
用
燃
料
た
る

の

名
に

員

か
ざ

ら
ん
事
を

切
望
す

る

次
第
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
（

繆
）

　
本
研
究
に

樹
し
所
長
大
島
博
士

の

指
導
に

對
し

深
く
謝
意
を

表
す

、

獪
本
研

究
に

從
事
せ

る

劣
質
炭
研

究
室

諸
氏
の

多
大
な
る

努
力
を
感
謝
す

　
　
　
　
春
季

特
別
脅

矗
講

演
記

事

　

　

煉
炭
中
の

硫
黄

分
固

定

法
　

　

賀
田

立
二
、

緒

方
九

洲
男

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
四
二

七
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附
　
　
　
記

本
研

究

發
衷

後
競
黄

固

定
方

法
並
に

固
定

劑
に

就
斗

両
ひ

合

ぜ

多

き
な
以

て
一

般

難
暑
の

轎
め

要
點
か

記

載

ぜ

り

一
　

無

臭
孔

明

煉

炭
製
造
順
序

（

一
）

先
づ

原

料
無
煙

炭
の

粘
結
に

必

要
な
る

最
少

粘
土
量
を
定
め

た

る

後
石

炭
及
粘
土
の

配
合
割
合
は

變
せ

す
し

て

之
に

硫
黄
固
定
劑
と

し
て

添
加
す
る

淌
石

次
の

量
の

み

を
變
化
せ

し

め

數
種
の

煉

炭
を
製
造
す
，

此
の

際
消
石

荻
の

分
量
は
原
料

炭
｝

00

に

對
し

二
、

四
，

六
，

八

位
の

割
合
を
可
と

す

可
し

（

二
）

（

一
）

の

方
法
に

よ
b
得
た
る

各
煉
炭
を

燃
燒
せ

し

め

殊
燒
中

生

す
る

臭
氣
を

比
較
す

れ
ば
淌
石
攻
を

幾
何
添
加
せ

る

際
臭
氣
最
も
少

き
か

を

知
り
得

可
し
，

斯
く
し
て

脆
臭
に

必
要
な
る

淌
石

次

量
を

知
る

が

批

の

際
臭
氣
に

於
て

殆
ん

ど

差
な
き

に

於

て

は

荻
含
有

量
を
増
加
せ

し

め
ざ

る

爲
め

成
る

可
く
消

石
友
の

少

量
を

用
ふ

可

し

（

三
）
（

二
）

に

よ

り

求
め

ら
れ

た
る

淌
石

次
を
含
む

配
合
原

料

數
種
を
造
り
淌
石

次

に

て

固
定
し

得
ざ
る

硫
黄
分
を
作
用
せ

し
む
る

爲
め

更
に

之
に

少

量
の

酸
化
鐡
を
加
ふ

可
し
、

酸
化
鐵
の

配
合
量
は

原

料
炭
一

〇
〇
に

對

し

O
・
五

、

　
∵
○
，

一
・

五
。

二
・

○
，

二
・
五

附
近
と

し
〔
二
）

に

述
べ

た
る

と

同
樣
に

處

理
し

て

煉
炭
の

全
く
無
臭
と

な
る

際
の

鐵
量
を
決
定
す
可

し

（

四
）

淌
石

荻
を
添
加
せ

る

が

爲
め

最
初
決
定
せ

る

粘
土
量
を

滅
じ
得
可

き

場
合
あ

る

可
き

を

以

て

再
び

此

等
の

點
を
試
驗
し

無
臭
煉
炭
の

製
造
と

共
に

成

る

可

く
含
有
友
分
の

減
少
に

努
む

可
し

（

五
）

酸
化

鐵
は

成
る

可

く
微
粉
と

し

煉
炭
中

に

均
一

に

配
含

せ

し

む

る

を

要

す
、

故
に

豫
め

所
要
量
の

酸
化
鐵
及
淌
石
次

を
よ

く
粘
土

と
混
和

せ

し
め

た

る
後
充
分
原
料
炭
と

混
淆
せ

し
む
る

を

有
利
と

す
可
し

（

六
）

酸
化

鐵
は

天
然
に

赤
鐵
鑛
と

し

て

産
出
し
，

叉

旋
盤
屑
其
他
の

鐵
粉
類
を

濕
し

大
氣
中
に

放
置
す
る

か

叉

は

加
熱
す

れ
ば

容
易
に

得
ら
る

可
し

．

煉

炭
配
合
品
と

し
て

は

必
す

し
も
良
質
品
を
必
要

と

せ

ざ
る

を
以

て ．
土
地
の

事
情
に

應
じ

成
る

可

く
安
價
な
る

も

の

を
求

む
可
し
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